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論
文 大

浜
称
名
寺
と
柳
営
連
歌
︱
称
名
寺
蔵
天
保
期
連
歌
資
料
と
『
大
願
成
就
記
』
か
ら
︱ 

伊
藤 

伸
江 

 
一 

は
じ
め
に 

 

三
州
大
浜(

現
碧
南
市)

に
あ
る
東
照
山
称
名
寺
は
、
暦
応
二
年(

一
三
三
九)

創
建
と
伝
え
る
時
宗
の
古
刹
で
あ
り
、
ま
た
三
河
の
時
宗
道
場(

大
浜
道
場)

と
し
て
長

く
栄
え
て
き
た
寺
院
で
あ
る
。
称
名
寺
は
、
数
多
く
の
古
文
書
・
古
典
籍
を
蔵
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
所
蔵
資
料
は
、『
称
名
寺
歴
史
資
料
目
録
』(

昭
和
六
三
・
愛

知
県
教
育
委
員
会)

、『
碧
南
市
文
化
財
第
七
集 

称
名
寺
の
文
化
財
』(

平
成
元
・
碧
南
市
教
育
委
員
会)

な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
連
歌
関
係
の
古
典

籍
が
あ
り
、『
老
葉
』
１

や
、『
淀
の
わ
た
り
』
な
ど
に
加
え
、
天
保
か
ら
嘉
永
、
安
政
年
間
の
連
歌
懐
紙
や
百
韻
連
歌
の
懐
紙
群
の
写
し
の
類
が
存
す
る
。
さ
ら
に
、
天

保
期
に
は
、
詳
細
な
記
録
と
し
て
、
江
戸
に
滞
在
し
た
第
二
十
八
世
其
阿
愍
冏
上
人
の
著
作
『
大
願
成
就
記
』
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
称
名
寺
が
蔵
す
る
江

戸
末
期
の
連
歌
懐
紙
類
の
中
か
ら
、
天
保
年
間
に
張
行
さ
れ
た
連
歌
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
天
保
期
の
称
名
寺
と
柳
営
連
歌
と
の
関
係
を
と
ら
え
て
み
た
い
。 

 

二 

称
名
寺
に
存
す
る
天
保
年
間
の
連
歌 

 

称
名
寺
が
蔵
す
る
江
戸
末
期
、
天
保
年
間
の
連
歌
資
料
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
２

。 

①
天
保
九
年
十
二
月
十
日
賦
山
何
連
歌
「
恵
あ
る
は
る
を
待
け
り
冬
の
梅
」(

百
韻
、
句
上
無
し) 

②
天
保
十
年
正
月
二
十
四
日
賦
何
人
連
歌
「
折
も
を
り
時
も
と
き
な
り
花
の
春
」(

五
十
韻
、
句
上
無
し) 

③
天
保
十
三
年
正
月
二
十
四
日
賦
何
人
連
歌
「
稀
に
見
る
花
や
ひ
ら
く
を
松
の
春
」(

五
十
韻
、
句
上
無
し) 

こ
れ
ら
は
、
全
て
、
雲
紙
模
様
の
懐
紙
が
一
括
り
に
括
ら
れ
、
①
に
は
「
寿
阿
筆
七
十
五
才
」、
②
③
に
は
「
坂
昌
功
筆
」
と
の
小
紙
が
挟
ま
れ
て
い
る
３

。
連
衆
は
、 

➀
声
阿(

発
句)

・
昌
成(

脇)

・
其
阿(

第
三)

・
信
盛
・
貞
起
・
通
孝
・
豊
貞
・
勝
倫
・
光
枝
・
章
・
信
全
・
貞
理
・
和
・
志
如
・
幸
雄
・
寿
阿
・
永
長
・
宗
善
・
江
山
・

守
汶
・
修
徳
・
宗
寿
・
時
宣
・
親
信
・
英
慎
・
典
胤
・
重
教
・
実
休
・
定
其
・
祐
徳
・
当
盈
・
道
生
・
正
志
・
直
文
・
正
剛
・
信
蓺
・
一
顕
・
久
啓
・
信
弘
・
長
標
・

司
直
・
正
信
・
昌
凭
・
白
紋
・
直
恒
・
翠
瀾
・
昌
久
・
昌
澄
・
昌
功
・
清
阿
弥
・
貞
把 

➁
法
眼
昌
同(

発
句)

・
声
阿(

脇)

・
其
阿(

第
三)

・
昌
功
・
貞
起
・
通
孝
・
豊
貞
・
昌
久
・
昌
仙
・
光
枝
・
勝
倫
・
信
盛
・
昌
澄
・
昌
成
・
寿
阿 
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➂
法
眼
昌
同(

発
句)

・
声
阿(

脇)

・
昌
成(

第
三)

・
其
阿
・
信
盛
・
通
孝
・
豊
貞
・
勝
倫
・
勝
全
・
光
枝
・
昌
久
・
貞
起
・
元
丸
・
昌
澄
・
昌
功
・
寿
阿 

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
三
河
の
連
衆
で
は
な
く
、
阪
家
の
連
歌
師(

昌
成
、
昌
功(

昌
成
子)

、
以
下
資
料
の
記
述
に
従
い
「
坂
」
の
表
記
を
取
る)

、
里
村
南
家(

八
代
昌
同)

や
山
田
通
孝(

烏
森
神
社)

、
大
鳥
居
信
盛(

亀
戸
天
神
別
当)

ら
が
参
加
し
て
お
り
、
同
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
江
戸
の
柳
営
連
歌
の
連
衆
と
重
な
る
。
例
え
ば
、
時
期

の
近
い
天
保
十
年
正
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
柳
営
連
歌
の
連
衆(

将
軍
を
除
く)

「
昌
同(

発
句)

・
信
盛
・
昌
功
・
貞
起
・
通
孝
・
豊
貞
・
昌
久
・
声
阿
・
昌
仙
・
光
枝
・

勝
倫
・
其
阿
・
昌
澄
・
昌
成
・
寿
阿
」、
天
保
十
三
年
正
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
柳
営
連
歌
の
連
衆(

将
軍
を
除
く)

「
昌
同(

発
句)

・
昌
澄
・
昌
功
・
貞
起
・
通
孝
・
豊

貞
・
昌
久
・
勝
全
・
声
阿
・
光
枝
・
勝
倫
・
信
盛
・
其
阿
・
昌
成
・
寿
阿
」(

い
ず
れ
も
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
柳
営
御
連
衆
次
第
』
４

に
よ
る)

と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ら
➀

➁
➂
の
連
歌
に
は
、
柳
営
連
歌
の
連
衆
が
ほ
ぼ
入
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
➀
➁
➂
も
、
柳
営
連
歌
に
類
す
る
文
化
圏
で
の
連
歌
で
あ
り
、
そ
の
発
句
や
脇
を
声
阿
な
る

人
物
が
詠
む
百
韻
な
の
で
あ
っ
た
。 

さ
ら
に
、
同
時
期
の
柳
営
連
歌
で
は
、
連
衆
中
、「
声
阿
」
は
、『
柳
営
御
連
衆
次
第
』
の
天
保
十
年
の
項
に
「
聲
阿 

三
州
大
濱
称
名
寺
住
／
當
年
及
同
十
一
両
年
臨
時
」、

「
臨
時
御
連
衆
勤
仕
者
」
に
「
聲
阿 

三
河
大
濱
称
名
寺
住
／
同
十
５

」
と
あ
る
。
合
わ
せ
て
、
柳
営
連
歌
の
集
成
で
あ
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
松
廼
春
』
十
二
６

を
も
見
て
い

く
と
、
声
阿
は
、
天
保
十
年
正
月
十
一
日
花
之
何
百
韻
「
万
代
と
」(

「
聲
阿
」
句
上
に
「
三
河
大
濱
／
称
名
寺
」
と
注
記)

、
天
保
十
一
年
正
月
十
一
日
何
木
百
韻
「
陰
あ

ふ
く
」、
さ
ら
に
天
保
十
三
年
正
月
十
一
日
初
何
百
韻
「
玉
松
の
」、
天
保
十
四
年
正
月
二
十
五
日
の
山
何
百
韻
「
松
は
代
々
」
に
参
加
し
て
い
る
。
出
詠
数
は
そ
れ
ぞ

れ
五
句
の
出
詠
、
出
詠
順
も
ほ
ぼ
初
折
裏
の
最
初
か
二
句
め
と
変
わ
ら
ず
、
四
年
間
の
参
加
は
、
同
一
人
物
と
し
て
お
か
し
く
は
な
い
。「
其
阿
」
は
「
其
阿
日
輪
寺
卅

三
世
智
善
」(

『
柳
営
御
連
衆
次
第
』)

と
記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
の
浅
草
日
輪
寺
か
ら
勤
仕
し
て
い
る
其
阿
上
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
➀
➁
➂
の
「
声
阿
」
は
、
称

名
寺
か
ら
参
加
し
た
住
持
、「
其
阿
」
は
、
日
輪
寺
住
職
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

た
だ
、
時
宗
で
あ
る
称
名
寺
の
住
職
も
、
代
々
其
阿
と
名
乗
っ
て
お
り
、
天
保
十
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
の
住
職
は
、
第
二
十
八
代
其
阿
愍
冏
で
あ
る(

称
名
寺
蔵

『
当
山
歴
代
等
記
』(

称
名
寺
歴
史
資
料
目
録
番
号
ホ
12
、
ホ
30))

。
時
宗
の
中
、
住
職
が
「
其
阿
」
を
名
乗
る
格
式
の
高
い
寺
院
は
複
数
あ
り
、
お
そ
ら
く
時
宗
触

頭
日
輪
寺
の
其
阿
と
同
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
輪
寺
其
阿
の
活
動
圏
で
あ
る
江
戸
や
江
戸
と
の
交
流
７

に
際
し
て
は
、
日
輪
寺
の
「
配
下
」
８

で
あ
る
称
名
寺
側
が
、

「
声
阿
」
を
使
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
声
阿
」
は
、
称
名
寺
開
山
の
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
故
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。 

 

称
名
寺
の
蔵
す
る
天
保
期
の
連
歌
資
料
は
、
称
名
寺
か
ら
、
柳
営
連
歌
に
一
時
的
に
参
加
可
能
と
な
っ
た
時
期
、
参
加
し
た
声
阿(

其
阿
愍
冏)

が
、
柳
営
御
連
衆
ら

と
張
行
し
た
百
韻
類
が
、
寺
に
伝
わ
り
残
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。 

 

三 

天
保
五
年
か
ら
天
保
七
年
八
月 

 

声
阿
が
、
柳
営
連
歌
の
臨
時
の
勤
仕
者
と
な
っ
た
の
は
何
故
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
臨
時
に
参
入
し
え
た
状
況
に
つ
い
て
、
彼
の
行
動
を
追
い
な
が
ら
、
詳
し
く
考
え

て
み
た
い
９

。 



愛知県立大学 人間の尊厳と平和のための人文社会研究所 

人文社会論叢 第 3 号 2024 

- 3 - 

声
阿
は
、
柳
営
連
歌
に
姿
を
見
せ
る
天
保
年
間
に
は
、
幕
府
に
寺
の
財
政
の
窮
乏
を
訴
え
る
目
的
で
、
旧
記
・
書
物
類
を
全
て
携
え
、
江
戸
に
行
っ
て
い
る
。
天
保

五
年(

一
八
三
四)

か
ら
助
成
を
願
い
出
て
、
最
終
的
に
天
保
十
三
年
七
月
に
加
増
を
勝
ち
取
っ
た
一
連
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
称
名
寺
蔵
『
大
願
成
就
記
』
一
〜
十(

称

名
寺
歴
史
資
料
目
録
番
号
ホ
一
〜
一
〇)

に
詳
し
い
。『
大
願
成
就
記
』
の
記
述
を
見
て
い
く
と
、
彼
は
、
天
保
四
年
の
大
風
雨
に
破
損
し
て
も
修
復
も
で
き
な
い
ほ
ど
、

重
な
る
借
財
に
あ
え
ぐ
寺
に
責
任
を
感
じ
、
天
保
四
年
末
に
嘆
願
を
決
意
、
天
保
五
年
正
月
に
意
を
決
し
て
上
京
し
た
。
江
戸
で
は
、
同
じ
時
宗
寺
院
で
あ
る
浅
草
日

輪
寺
に
滞
在
し
て
10

、
ま
ず
は
称
名
寺
の
御
由
緒
書
と
願
書
を
ま
と
め
、
五
月
に
寺
社
奉
行
に
提
出
し
て
い
る
。 

こ
こ
か
ら
足
掛
け
十
年
に
お
よ
ぶ
粘
り
強
い
嘆
願
が
始
ま
っ
た
が
、
初
期
の
経
緯
を
記
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

天
保
五
年
五
月 

 
 
 

寺
社
奉
行
所(

月
番
土
屋
相
模
守)

に
御
由
緒
書
と
願
書
を
提
出(

借
財
返
済
、
修
復
資
金
調
達
の
た
め
突
富
興
行
許
可
を
願
う) 

同
年
七
月
十
七
日 

 
 

願
い
下
げ(

八
月
六
日
に
願
書
差
し
戻
し) 

同
年
十
一
月
十
一
日 

 
寺
社
奉
行
所 (

月
番
脇
坂
中
務
大
輔)

に
願
書
を
再
び
出
願 

同
年
十
二
月
二
十
四
日 

奉
行
所
よ
り
調
べ
に
は
時
間
が
か
か
る
か
ら
と
年
末
の
帰
村
を
勧
め
ら
れ
る 

天
保
六
年
二
月
八
日 

 

口
上
書
を
脇
坂
中
務
大
輔
に
持
参 

同
年
六
月
二
十
一
日 

 

脇
坂
中
務
大
輔
か
ら
、
富
勧
化
は
許
可
を
厳
格
化
す
る
と
惣
触
れ
が
日
輪
寺
に
来
る 

同
年
六
月
三
十
日 

 
 

願
書
差
し
戻
し 

同
年
九
月
二
十
八
日 

 

寺
社
奉
行
所(

月
番
脇
坂
中
務
大
輔)

に
御
由
緒
と
願
書
提
出(

今
回
は
、
称
名
寺
の
由
緒
を
前
面
に
出
し
て
突
富
興
行
許
可
を
願
う) 

突
富
興
行
は
な
ら
ず
勧
化
で
補
う
よ
う
に
と
水
野
出
羽
守
と
脇
坂
中
務
大
輔
か
ら
内
々
の
指
導
あ
る
も
、
声
阿
聞
か
ず 

同
年
十
月
十
九
日 

 
 

寺
社
奉
行
所(

月
番
脇
坂
中
務
大
輔)

に
突
富
興
行
許
可
を
願
う
嘆
願
書
提
出 

同
年
十
一
月
十
八
日 

 

嘆
願
書
差
し
戻
し 

天
保
七
年
二
月
十
六
日 

寺
社
奉
行
所(

月
番
脇
坂
中
務
大
輔)
に
金
五
千
両
の
手
当
て
を
願
う
願
書
及
び
御
由
緒
書
を
提
出 

同
年
二
月
十
八
日 

 
 

寺
社
奉
行
所(

月
番
牧
野
備
前
守)

か
ら
嘆
願
書
差
し
戻
し 

同
年
五
月
十
四
日 
 
 

寺
社
奉
行
所(

月
番
牧
野
備
前
守)

に
嘆
願
書
を
提
出 

同
年
六
月
十
八
日 

 
 

寺
社
奉
行
所(

月
番
井
上
河
内
守)

か
ら
嘆
願
書
差
し
戻
し 

同
年
六
月
二
十
八
日 

 

寺
社
奉
行
所(

月
番
井
上
河
内
守)

へ
嘆
願
書
を
提
出
、
翌
年(

天
保
八
年)

の
御
大
礼
以
後
ま
で
嘆
願
は
差
し
控
え
る
よ
う
に
言
わ
れ
る 

同
年
八
月
三
日 

 
 
 

追
願
書
を
提
出 

声
阿
は
、
は
じ
め
借
財
の
返
済
と
修
復
資
金
調
達
の
た
め
に
、
突
富
興
行
の
許
可
を
願
っ
た
が
、
富
く
じ
の
興
行
は
天
保
年
間
に
は
禁
止
に
向
か
っ
て
お
り
、
許
可
さ

れ
な
い
。
勧
化
を
し
て
は
ど
う
か
と
勧
め
ら
れ
る
が
、
勧
化
で
は
収
入
が
見
込
ま
れ
な
い
の
で
、
拒
否
し
嘆
願
書
を
提
出
す
る
。
し
か
し
、
幕
府
側
も
厳
し
く
、
天
保

七
年
か
ら
は
富
く
じ
興
行
で
は
な
く
、
手
当
の
嘆
願
と
し
た
が
、
助
成
も
得
ら
れ
な
い
。
度
重
な
る
願
書
の
差
し
戻
し
に
よ
っ
て
最
初
の
三
年
の
年
月
は
過
ぎ
て
い
き
、
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天
保
七
年
に
は
幾
度
も
願
を
出
す
声
阿
と
奉
行
所
の
間
は
か
な
り
険
悪
に
な
っ
て
い
た
。 

願
の
最
大
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
幕
府
と
の
深
い
関
係
を
示
す
寺
の
御
由
緒
書
で
あ
る
が
、
天
保
五
年
に
最
初
に
差
し
出
し
た
御
由
緒
書
は
、『
大
願
成
就
記
』
二
に

「
天
保
五
午
歳
ヨ
リ

同
九
戌
年
迄
御
由
緒
書
控
并
天
満
宮
縁
記
等
印
置
也
」
と
し
て
、「
御
由
緒
之
覚
」
が
見
え
る
。
こ
の
御
由
緒
書
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
形
で
そ
の
後
も
必

要
な
際
に
幕
府
に
対
し
て
示
さ
れ
、
ま
た
聲
阿
に
よ
っ
て
寺
側
の
重
要
な
覚
え
と
し
て
『
大
願
成
就
記
』
に
複
数
回
記
録
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
中
に
は
、
柳
営
連
歌

に
関
わ
る
由
緒
が
存
し
て
お
り
、
少
し
長
い
が
『
大
願
成
就
記
』
二
か
ら
こ
こ
に
引
用
す
る
11

。 

 
 

一
広
忠
公
於
三
州
岡
崎
之
御
城
天
文
十
二
年
二
月 

廿
六
日
之
夜
天
満
宮
ゟ
御
連
歌
発
句 

御
感
夢
之
義
在
之
拙
寺
へ
御
勧
請
之 

天
満
宮
於
神
影
前
御
夢
想
披
之
御
連
歌 

御
興
行
在
之
其
時
之
住
持
其
阿
上
人
江 

御
第
三
被 

仰
付
候
御
一
巡
左
之
通
り 

 
 
 

天
文
十
二
年
二
月
廿
六
日 

 

於
称
名
寺
披 

夢
想
之
連
歌 

神
〻
の
な
か
き 

う
き
世
を
守
哉 

め
く
り
は
ひ
ろ
き 

園
の
千
代
竹 
 

広
忠 

 
 

玉
を
し
く
砌
の 

月
は
長
閑
に
て 

其
阿 

か
す
み
の
ひ
ま
に 

は
ふ
く
友
鶴 

 

政
家 

雪
は
ま
た
残
る 

浦
輪
の
明
離
れ 

仏
光 

作
る
田
中
の 

道
あ
ら
は
な
り 

易
屋 
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五
月
雨
に
晴
ま 

し
ら
る
ゝ
里
つ
た
ひ 

相
阿 

右
御
連
歌
之
御
懐
紙
頂
戴
而
今
所
持
仕
候 

同
年
十
二
月
廿
六
日 

神
君
様
御
誕
生
被
為
遊 

御
幼
名
可
奉 

差
上
之
旨
其
阿
江

被 

仰
付
依
之
御
連
歌
之 

御
脇
句
を
以 
竹
千
代
君
与
奉
差
上
候
處
被
為
遊
御 

満
悦 

御
名
披
之
御
連
歌
御
興
行
有
之
猶
又 

御
後
栄
之
御
祈
願
申
上
候
様
蒙 

 
 

上
意 

 
 

当
日
為
御
賀
御
文
台
長
壱
尺
九
寸
／
巾
壱
尺
七
分 

御
硯
箱
長
九
寸
五
分
／
七
寸
拝
領
而
今
所
持
仕
候
其
節 

伝
通
院
殿
ゟ
白
銀
巻
物
等
頂
戴
仕
候
右
之 

御
吉
例
を
以
其
後 

御
代
々
若
君
様
御
誕
生 

被
遊
節
被
為
奉
称
且
寛
永
五
年
正
月
始
而 

於
御
城
御
連
歌
御
興
行
被
為
在
根
元
ニ

御
座
候 

御
脇
句
者 

広
忠
公
被
任
御
吉
例 

御
代
々
様
御
脇
句
被
為
遊
候
御
儀
殊
ニ

御
会
之
砌 

今
以
天
満
宮
御
神
影
奉
掛
御
興
行
被
為
在
候
事 

 
 

天
文
年
中
之
御
吉
例
ニ
御
座
候
右
等
之
御
由
緒 

之
訳
を
以
浅
草
日
輪
寺
其
阿
御
連
衆
ニ
被 

召
加
御
第
三
折
々
被
仰
付
候 

御
由
緒
書
の
柳
営
連
歌
に
関
わ
る
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

❶
松
平
広
忠
の
夢
想
連
歌
に
お
い
て
、
称
名
寺
住
職
其
阿
が
第
三
を
付
け
た
こ
と 

❷
称
名
寺
は
❶
の
連
歌
の
懐
紙
の
切
を
所
持
し
て
い
る
こ
と 

❸
称
名
寺
住
職
其
阿
は
、
❶
の
連
歌
の
脇
句
か
ら
家
康
の
幼
名
「
竹
千
代
」
を
奉
っ
た
こ
と 

❹
寛
永
五
年
正
月
か
ら
の
江
戸
城
の
連
歌
の
根
元
が
広
忠
の
夢
想
連
歌
で
あ
る
こ
と 
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広
忠
の
夢
想
連
歌
は
、
家
康
の
幼
名
を
生
み
、
ま
た
柳
営
連
歌
の
源
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
さ
れ
、
幕
府
と
称
名
寺
と
の
繋
が
り
の
重
要
な
証
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
細
か
く
は
、 

ⓐ
柳
営
連
歌
で
将
軍
が
脇
句
を
詠
む
の
は
夢
想
連
歌
で
広
忠
が
脇
句
を
詠
ん
だ
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
る
こ
と 

ⓑ
柳
営
連
歌
で
天
満
宮
の
神
影
を
掛
け
て
連
歌
を
興
行
す
る
の
も
夢
想
連
歌
に
倣
っ
て
い
る
こ
と 

ⓒ
御
由
緒
に
よ
り
、
柳
営
連
歌
で
は
、
浅
草
日
輪
寺
住
職
其
阿
上
人
が
連
衆
に
加
え
ら
れ
、
時
々
は
第
三
を
も
詠
ん
で
い
る
こ
と 

が
記
さ
れ
て
い
る
。
称
名
寺
で
は
な
く
江
戸
の
日
輪
寺
住
職
が
柳
営
連
歌
に
出
る
点
に
関
し
て
は
、『
御
府
内
備
考 

続
編
』
12

日
輪
寺
の
項
「
御
連
歌
御
由
緒
之
義
共
」

で
は
「
右
称
名
寺
ハ
則
日
輪
寺
配
下
ニ
而…

」
と
説
明
さ
れ
、「
寛
永
五
年
於
柳
営
は
し
め
て
御
連
歌
御
会
之
為
在
之
節
時
宗
之
僧
壱
人
御
連
衆
可
被
召
加
被 

仰
出
仍
而

日
輪
寺
も
時
宗
一
派
之
惣
録
寺
ニ
付
十
九
代
目
之
住
持
其
阿
を
被
召
出
則
御
連
歌
之
間
御
床
脇
左
之

上
座
と
被 

仰
付
候
」
と
、
柳
営
連
歌
に
時
宗
僧
一
人
が
出
詠
と
さ

れ
た
ゆ
え
に
、
統
括
し
て
い
る
日
輪
寺(

時
宗
江
戸
役
寺(

触
頭))

が
出
た
と
述
べ
る
。
声
阿
が
江
戸
在
住
時
に
滞
在
し
て
い
る
の
は
日
輪
寺
の
塔
頭
林
香
院
で
あ
り
、

声
阿
自
身
、
御
由
緒
書
は
「
日
輪
寺
旧
記
等
取
調
具
ニ
書
上
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
、
声
阿
は
請
願
時
、
必
ず
状
況
を
「
本
坊(

日
輪
寺)

」
に
報
告
し
て
い
る
。

称
名
寺
の
申
し
立
て
に
は
、
江
戸
役
寺
日
輪
寺
の
添
状
も
必
要
で
あ
る(

天
保
五
年
五
月
二
十
九
日
付
添
簡
、
天
保
七
年
六
月
二
十
八
日
付
添
簡
等
が
『
大
願
成
就
記
』

に
記
録
さ
れ
て
い
る)

。
日
輪
寺
と
称
名
寺
は
上
下
関
係
に
あ
り
、
日
輪
寺
の
確
認
・
同
意
の
も
と
で
称
名
寺
は
請
願
を
続
け
て
い
た
。
ま
た
日
輪
寺
は
長
く
柳
営
連
歌

の
連
衆
を
つ
と
め
て
お
り
、
そ
れ
は
称
名
寺
も
納
得
の
上
で
あ
る
。
た
だ
❶
か
ら
❹
、
ⓐ
ⓑ
は
、
幕
府
が
称
名
寺
を
取
り
立
て
る
根
拠
に
な
る
事
柄
で
あ
る
が
、
ⓒ
だ

け
は
幕
府
か
ら
日
輪
寺
に
与
え
ら
れ
た
名
誉
と
な
っ
て
い
る
13

。
こ
こ
に
称
名
寺
が
柳
営
連
歌
に
よ
り
関
わ
る
余
地
は
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

四 

天
保
七
年
九
月
か
ら
天
保
九
年 

 

第
三
節
で
見
た
よ
う
に
、
天
保
七
年
半
ば
ま
で
、
声
阿
の
嘆
願
書
は
全
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
声
阿
は
、
具
体
的
に
は
「
有
親
公
東
一
坊
様
御
廟
所
御
霊
屋
天
満

宮
御
社
等
追
々
及
滅
失
候
間 

御
再
興
并
御
供
養
御
手
当
」(

『
大
願
成
就
記
』
三
、
天
保
七
年
五
月
十
四
日
嘆
願
書)

を
願
う
が
、
天
保
七
年
五
月
十
四
日
に
出
し
た

嘆
願
書
も
、
六
月
十
八
日
に
差
し
戻
さ
れ
、
六
月
二
十
八
日
に
再
度
願
書
を
提
出
す
る
。
こ
の
性
急
さ
に
、
本
坊(

日
輪
寺)

も
、
領
主
側
も
、
再
提
出
は
も
う
少
し
後

に
し
た
ら
と
意
見
を
述
べ
、
積
極
的
で
は
な
く
、
奉
行
所
か
ら
も
当
然
不
興
を
か
っ
た
。
そ
の
際
、
声
阿
は
「
願
書
等
者
孝
道
和
尚
斗
与

相
談
い
た
し
、
最
早
外
ニ
而
者

と

ん
と
相
談
成
候
も
の
な
し
、
可
憐
事
也
。」
と
、
幕
府
側
の
長
い
強
硬
姿
勢
の
前
に
は
、
相
談
し
力
と
頼
む
有
力
筋
が
も
は
や
い
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
し
か
し
、

同
年
九
月
二
十
九
日
、
日
輪
寺
の
紹
介
で
連
歌
師
坂
昌
成
と
知
り
合
う
。 

 

九
月
廿
九
日
、
祢
宜
子
坂
昌
成
老
江
本
坊
方
丈
道
同
ニ
而
罷
越
初
而
面
談
、
御
由
緒
之
趣
相
噺
候
処
、
兼
々
承
知
罷
在
折
々
遊
傍
可
参
旨
被
申
聞
、
猶
厚
御
心
添
被

成
下
候
様
頼
入
置
、
其
後
、
天
満
宮
由
来
記
等
御
加
筆
相
頼
候
処
、
出
来
之
上
、
十
月
七
日
御
持
参
被
下
旧
記
、
又
ハ

種
々
之
内
談
相
頼
候
処
内
外
御
心
配
御
心

添
被
成
下
、
其
後
諸
事
無
腹
臓
御
心
添
ニ
相
成
、 
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十
一
月
三
日
、
坂
宗
匠
へ
御
神
宝
天
満
宮
も
御
内
覧
ニ
入
度
旨
及
内
談
候
処
、
御
同
人
大
キ
ニ

呑
込
、
何
連
ニ
も
追
々
御
相
談
仕
其
場
ニ
至
候
様
取
斗
方
も
可
有
之

候
、
本
坊
方
丈
よ
り
も
厚
御
頼
被
下
、
此
後
ハ
万
事
御
同
人
之
賢
慮
次
第
ニ
任
セ
候…

 
 
      (

『
大
願
成
就
記
』
三) 

坂
昌
成
は
、
初
対
面
時
に
既
に
称
名
寺
の
御
由
緒
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
昌
成
は
日
輪
寺
の
連
歌
に
、
連
歌
師
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
称
名
寺
が
寺
社
奉
行
に

三
年
以
上
も
請
願
し
て
い
る
こ
と
が
耳
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
声
阿
は
昌
成
に
頼
み
込
み
、
称
名
寺
の
天
満
宮
由
来
記
へ
の
加
筆
も
依
頼
、
腹
蔵
な
い
間
柄
と

な
り
、
三
河
か
ら
持
参
し
て
い
た
神
宝
を
、
内
覧
に
入
れ
た
い
希
望
も
相
談
し
、
昌
成
に
万
事
任
せ
る
こ
と
と
決
め
た
。
昌
成
に
、
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
、
併
走
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。 

既
に
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、『
甲
子
夜
話
』
巻
四
六
「
広
忠
公
御
夢
想
の
御
連
歌
」
に
は
、
大
浜
称
名
寺
に
関
係
し
て
か
な
り
詳
し
い
記
述
が
あ
る
14

。『
甲
子

夜
話
』
の
作
者
松
浦
静
山
は
、
連
歌
を
坂
昌
成
に
学
ん
で
い
る
が
、
昌
成
の
話
と
し
て
、 

連
歌
師
坂
昌
成
に
逢
た
る
と
き
、
春
毎ご

と

柳
営
の
御
連
歌
あ
る
は
、
何い

つ

の
頃
よ
り
始
る
や
と
問
へ
ば
、
こ
は
三
州
の
頃
始
め
な
る
べ
し
と
云
て
、
広
忠
卿
の
御
事
跡

を
語

か
た
り

き
。 

と
記
し
、
そ
の
後
に
別
の
人
か
ら
三
州
碧
海
郡
大
浜
村
時
宗
称
名
寺
由
緒
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
広
忠
の
夢
想
連
歌
部
分(

第
三
節
引
用
箇
所
に
あ
た
る)

を
引
用
し
、

さ
ら
に
別
項
で
も
、
同
一
箇
所
に
関
す
る
坂
昌
成
の
記
を
載
せ
、
称
名
寺
の
伝
記
も
追
記
す
る
。
逸
話
の
語
ら
れ
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
昌

成
の
知
識
は
、
声
阿
と
の
関
わ
り
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
甲
子
夜
話
』
に
は
ま
た
別
に
夢
想
連
歌
伝
承
に
関
係
す
る
称
名
寺
の
文
台
と
硯
の
寸
法
、
絵
図
も
記

さ
れ
て
お
り
、
声
阿
の
度
重
な
る
請
願
と
本
節
に
示
す
宝
物
の
展
示
に
よ
っ
て
、
称
名
寺
の
由
緒
類
の
内
容
も
、
世
に
知
ら
れ
、
静
山
の
収
集
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た

の
で
あ
ろ
う
。 

 

天
保
八
年
も
二
月
に
将
軍
が
家
斉
か
ら
家
慶
に
代
替
わ
り
し(
御
大
礼)

、
幕
府
側
が
忙
し
く
埒
が
あ
か
な
い
。
か
た
や
八
月
十
四
日
の
三
河
の
大
風
雨
で
、
称
名
寺

で
は
御
霊
屋
、
御
廟
、
天
満
宮
等
が
大
破
し
た
。
そ
こ
で
声
阿
は
、
さ
ら
に
再
興
願
を
出
し
、
翌
天
保
九
年
正
月
十
五
日
の
親
季
公
四
百
回
御
遠
忌
法
要
が
努
め
ら
れ

る
よ
う
に
と
御
遠
忌
願
書
を
提
出
、
十
二
月
二
十
六
日
の
差
し
戻
し
に
は
、
昌
成
と
相
談
の
上
二
十
九
日
再
度
提
出
し
て
攻
防
し
て
い
る
。
こ
の
十
二
月
末
の
奉
行
所

へ
の
提
出
は
大
晦
日
ま
で
か
か
り
、
声
阿
に
と
り
、「
但
此
度
之
苦
者
一
方
不
相
成
、
後
年
察
せ
よ
」(

天
保
八
年
大
晦
日
条
書
き
入
れ)

と
、
後
の
住
職
た
ち
に
向
け
本

音
を
漏
ら
す
ほ
ど
の
苦
労
で
あ
っ
た
が
、
奉
行
所
か
ら
帰
り
、
当
日
夜
中
に
は
坂
昌
成
に
報
告
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
展
開
が
得
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
…

夫
よ
り
祢
宜
子
坂
昌
成
老
へ
罷
出
候(

中
略)

坂
御
老
人
、
奥
御
儒
者
成
嶋
邦
之
丞
殿
江

此
節
古
キ
御
暦
代
御
系
図
御
調
役
被
蒙 

仰
候
間
、
御
同
人
へ
能
々
相
噺
、

春
ニ
も
相
成
候
ヘ
ハ
御
引
合
可
申
候
間
、…

                                     (

『
大
願
成
就
記
』
四) 

即
ち
、
昌
成
が
幕
府
の
儒
者
成
島
司
直(

成
嶋
邦
之
丞
、
以
下
司
直
と
呼
ぶ)

を
声
阿
に
紹
介
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
件
は
、『
大
願
成
就
記
』
六(

『
大
願
成

就
記
』
五
は
天
保
十
年
を
主
に
扱
っ
て
い
る)

へ
と
続
き
、
天
保
九
年
正
月
下
旬
に
昌
成
か
ら
司
直
へ
手
紙
を
出
し
、
三
月
七
日
の
面
会
が
か
な
う
。
三
月
七
日
に
、
声
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阿
が
御
由
緒
・
古
い
書
物
の
写
、
絵
図
面
を
見
せ
た
結
果
、
司
直
は
松
平
の
祖
有
親
の
由
緒
に
着
目
し
、「
御
由
緒 

有
親
公
御
儀
者
貴
山
ニ

御
葬
送
ニ

相
違
無
之
、
実

ハ
是
迄
何
連
と
も
御
葬
地
不
相
定 サ

タ

、
異
説
ま
ち
〳
〵
、
夫
故
奉
行
所
ニ
而

も
是
迄
行
届
不
申
候
」(

天
保
九
年
四
月
三
日
条)

と
考
え
、
八
月
二
日
に
は
、
出
願
を
勧
め
「
か

た
は
だ マ

マ

ぬ
き
御
取
持
申
心
得
ニ

御
座
候
」
と
言
っ
て
く
れ
る
。 

そ
の
後
、
声
阿
の
保
管
す
る
称
名
寺
宝
物
は
、
司
直(

八
月
七
日)

、
新
見
伊
賀
守(

司
直
よ
り
八
月
十
七
日)

・
坂
倉
治
兵
衛(

昌
成
よ
り
九
月
二
日)

・
神
田
一
位 (

昌

成
よ
り
中
村
文
蔵
と
り
な
し
で
九
月
二
十
六
日)

・
内
藤
安
房
守(

司
直
よ
り
十
月
三
日)

・
杉
浦
日
向
守(

司
直
よ
り
十
月
三
日)

・
柴
田
出
雲
守(

司
直
よ
り
十
月
十
九

日)

・
田
安
中
納
言(
昌
成
よ
り
中
村
文
蔵
と
り
な
し
で
十
月
十
四
日)

・
清
水
御
館(

司
直
よ
り
十
月
十
七
日)

・
林
大
学
頭(

司
直
よ
り
十
一
月
十
一
日)

・
天
野
弥
五
右

衛
門(

昌
成
よ
り
十
一
月
二
十
六
日)

の
そ
れ
ぞ
れ
の
邸
宅
に
運
ば
れ
て
飾
り
付
け
さ
れ
、
声
阿
が
控
え
て
い
る
前
で
幕
臣
た
ち
に
拝
礼
さ
れ
、
奉
加
さ
れ
た
。
宝
物
を

有
力
者
た
ち
に
個
別
に
内
覧
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
称
名
寺
は
奉
加
を
得
ら
れ
る
。
司
直
と
昌
成
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
、
称
名
寺
へ
金
銭
的
援
助
が
な
さ
れ
て
、
か

つ
宣
伝
効
果
も
抜
群
な
戦
略
で
あ
る
。
願
書
は
既
に
八
月
四
日
に
司
直
の
加
筆
を
経
て
八
月
中
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
う
ち
に
天
保
九
年
が
暮
れ

る
。 

 

こ
こ
で
、『
大
願
成
就
記
』
巻
六
、
天
保
九
年
十
二
月
廿
七
日
条
を
見
る
と
、
声
阿
は
「
当
年
も
何
ニ
と
相
済
、
尤
御
連
歌
ニ
而

又
々
心
配
、
先
々
都
合
よ
く
正
月
ヲ
迎

へ
け
り
。」
と
、
こ
の
年
も
な
ん
と
か
終
わ
っ
た
が
、「
御
連
歌
」
で
ま
た
も
や
心
配
が
加
わ
っ
て
、
し
か
し
こ
の
先
の
都
合
は
良
い
感
じ
で
正
月
を
迎
え
た
、
と
、
昨

年
と
違
い
明
る
め
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
第
三
節
に
引
用
し
た
「
御
由
緒
之
覚
」
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
文
が
あ
っ
た
。 

然
ル
処
天
保
九
年
戌
十
二
月
二
十
一
日
、
寺
社
御
奉
行
所
青
山
因
幡
守
殿
江

右
御
由
緒
之
廉
を
以
亥
正
月
十
一
日 

御
城
御
連
歌
御
会
ノ

臨
時
御
連
衆
ニ

出
勤
之
義
、

奉
願
上
候
処
、
御
吟
味
之
上
、
翌
亥
正
月
二
日
御
同
人
様
御
自
宅
於
御
評
席
願
之
通
り
被 

仰
付
候
、
二
月
十
六
日
、
御
暇
之
節
於
躑
躅
之
間
白
十
枚
拝
領
仕
候
、

二
百
九
十
七
年
目
ニ
而

初
而

御
由
緒
相
顕
冥
加
至
極
、
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
、 

心
配
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
「
御
連
歌
」
は
、
天
保
十
年(

己
亥)
正
月
十
一
日
の
柳
営
連
歌
で
あ
っ
た
。
先
に
、
御
由
緒
ⓒ
だ
け
は
、
幕
府
か
ら
称
名
寺
で
な
く
日
輪

寺
に
与
え
ら
れ
た
名
誉
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
称
名
寺
が
柳
営
連
歌
に
よ
り
関
わ
る
余
地
は
あ
る
と
分
析
し
た
が
、
ま
さ
に
、
広
忠
の
夢
想
連
歌
ゆ
え
に
、
称
名
寺
住

職
と
し
て
声
阿
が
天
保
十
年
の
柳
営
連
歌
の
連
衆
に
加
わ
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。
天
文
十
二
年(

一
五
四
三)

か
ら
二
百
九
十
七
年
目
に
称
名
寺
の
御
由
緒
が
認
め

ら
れ
た
と
、
声
阿
も
感
無
量
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
柳
営
連
歌
参
加
に
関
し
て
、
称
名
寺
に
は
『
大
仏
御
殿
記
』(

称
名
寺
歴
史
資
料
目
録
番
号
ホ—

二
二)

内
に
声
阿
筆
『
御
連
歌
記
縁
但

天
保
九
戌
歳
ヨ
リ

同
十
四

年
迄

出
勤
之
書
留
也
』(

外
題
、
内
題
は
『
御
連
歌
出
席
登
城
之
事
』)

が
あ
り
15

、
冒
頭
部
分
か
ら
、
天
保
九
年
十
月
中
に
、
坂
昌
成
が
声
阿
に
慫
慂
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
昌
成
の
こ
の
よ
う
な
積
極
姿
勢
は
、
司
直
が
称
名
寺
の
御
由
緒
に
新
た
な
価
値
を
見
出
し
、
本
格
的
に
声
阿
の
請
願
を
援
助
す
る
姿
勢
で
動
い
た
こ
と
か
ら
、
あ

ら
た
め
て
御
由
緒
の
価
値
を
認
識
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
昌
成
は
、
称
名
寺
の
御
由
緒
、
中
で
も
天
満
宮
由
来
記
に
既
に
関
わ
っ
て
い
る
16(

天
保
七
年
九
月
二
十
七
日

条)

。
司
直
が
御
由
緒
中
に
有
親
に
つ
な
が
る
由
緒
の
正
統
性
の
価
値
を
見
出
し
た
こ
と
が
、
柳
営
連
歌
に
勤
仕
し
て
い
る
連
歌
師
昌
成
に
と
り
、
有
親
が
携
え
て
き
た
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と
伝
わ
る
称
名
寺
の
渡
宋
天
神
の
、
第
三
節
に
示
し
た
ⓑ
の
価
値
も
加
わ
っ
て
、
柳
営
連
歌
に
称
名
寺
住
職
を
参
加
さ
せ
る
と
い
う
形
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
は
、

自
然
で
あ
ろ
う
。 

声
阿
に
と
っ
て
も
、
幕
府
か
ら
の
永
続
的
な
助
成
獲
得
に
は
つ
な
が
ら
な
い
も
の
の(

注
13
参
照)

、
当
然
な
が
ら
、
柳
営
連
歌
出
席
は
御
由
緒
の
は
っ
き
り
し
た
顕

現
で
あ
り
、
寺
の
財
政
を
補
填
す
る
手
当
の
獲
得
へ
の
、
側
面
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
と
な
る
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
状
況
下
、
寺
社
奉
行
に
柳
営
連
歌
へ
の
参
加
を
願
う
準
備
が
進
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
、
十
二
月
十
日
に
は
、
第
二
節
で
見
た
①
の
連
歌
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
声
阿
の
発
句
「
恵
あ
る
春
を
待
け
り
冬
の
梅
」
か
ら
は
、
春
を
待
つ
梅
に
託
し
て
の
、
幕
府
の
恩
恵
が
訪
れ
る
時
を
期
待
す
る
心
情
が
よ
く
読
み
取
れ
、
昌
成
の

脇
「
竹
は
代
々
ふ
る
御
園
生
の
雪
」
か
ら
も
、「
竹
千
代
」
の
幼
名
を
嫡
子
に
付
け
る
将
軍
家
の
慣
習
を
意
識
し
、
御
由
緒
の
内
容
を
喚
起
さ
せ
る
言
葉
か
ら
将
軍
家
を

意
識
さ
せ
寿
い
で
発
句
に
繋
い
で
い
る
意
識
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
の
連
歌
は
連
衆
の
数
が
非
常
に
多
い
。
関
根
江
山(

注
16
参
照)

、
司
直
も
参
加

し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
昌
成
が
、
声
阿
を
柳
営
連
歌
に
参
加
さ
せ
て
い
く
布
石
と
し
て
、
江
戸
の
武
辺
の
知
己
に
お
披
露
目
す
る
連
歌
の
席
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。 

 

対
し
て
、
柳
営
連
歌
が
無
事
終
了
し
た
天
保
十
年
正
月
二
十
四
日
に
は
、
第
二
節
②
の
連
歌
が
行
わ
れ
た
。
こ
ち
ら
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
連
衆
が
柳
営
連
歌
の

連
衆
に
ほ
と
ん
ど
等
し
く(

②
は
同
年
の
柳
営
連
歌
の
連
衆
か
ら
、
声
阿
、
其
阿
、
信
盛
の
出
詠
順
を
変
え
た
の
み
で
あ
る)

、
②
は
お
そ
ら
く
日
輪
寺
で
、
声
阿
に
脇

を
あ
て
て
引
き
立
て
つ
つ
、
柳
営
連
歌
の
感
動
も
さ
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
張
行
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
も
声
阿
は
、
里
村
昌
同
の
発
句
「
折
も
を
り
時
も
と
き
な

り
花
の
春
」
に
「
長
閑
な
る
日
の
恵
し
る
袖
」
を
付
け
て
お
り
、
①
同
様
、
幕
府
の
「
恵
」
を
こ
い
ね
が
う
心
情
を
匂
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

五 

天
保
十
年
か
ら
加
増
ま
で 

 

天
保
十
年
は
、
天
保
九
年
の
宝
物
の
披
露
宣
伝
も
虚
し
く
、
二
月
に
願
書
が
御
勘
定
所
か
ら
下
げ
ら
れ
、
八
月
ま
で
は
辛
抱
の
時
期
で
あ
っ
た
。
声
阿
は
、
九
月
四

日
に
司
直
か
ら
林
大
学
頭
に
口
上
書
を
出
す
よ
う
に
言
わ
れ
、
翌
日
坂
昌
成
に
口
上
書
の
加
筆
を
依
頼
し
て
い
る
。
す
る
と
、
九
月
二
十
日
に
、
徳
川
の
御
先
祖
の
う

ち
、
有
親
の
御
廟
所
だ
け
が
捨
て
置
か
れ
て
荒
廃
し
て
い
る
と
、
他
寺
と
比
較
し
理
論
武
装
し
て
嘆
願
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
か
、
寺
社
奉
行
所
か
ら
有
親
御
廟
所
修
復

の
た
め
の
銀
二
百
枚
を
得
た
。
本
願
の
成
就
で
は
な
い
が
、
有
親
の
御
由
緒
の
菩
提
所
が
称
名
寺
で
あ
る
こ
と
が
幕
府
に
認
め
ら
れ
、
世
に
示
さ
れ
、
修
復
の
手
当
も

得
た
訳
で
あ
る
。
こ
の
後
、
御
三
家
、
御
三
卿
、
御
老
中
に
寄
付
を
募
り
、
紀
州
・
尾
州
徳
川
家
か
ら
寄
付
を
得
た
。
だ
が
、
本
願
で
あ
る
加
増
の
達
成
は
、
大
御
所

家
斉
の
体
調
悪
化
と
そ
の
後
の
逝
去(

天
保
十
二
年
正
月
七
日(

『
大
願
成
就
記
』
七))
が
あ
り
遅
れ
る
。
逝
去
の
後
、
さ
ら
に
家
斉
の
百
か
日
、
一
周
忌
と
な
か
な
か

動
け
ず
、
天
保
十
二
年
に
は
「
六
月
、
七
月
、
八
月
、
九
月
迄
月
ニ

三
度
宛
も
、
成
嶋
様
、
新
見
伊
賀
守
様
、
坂
昌
成
老
人
へ

伺
ニ

罷
出
ル
」(

『
大
願
成
就
記
』
七)

状
況

で
、
天
保
十
二
年
十
月
以
降
、
天
保
十
三
年
二
月
ま
で
か
け
て
、
神
宝
の
上
覧
の
準
備
が
司
直
、
昌
成
、
新
見
伊
賀
守
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
っ
た
。 

一
、
天
保
十
三
年
正
月
元
日
快
晴 

本
坊
ゟ
以
役
僧
、
当
年
よ
り
格
別
之
御
由
緒
之
訳
合
故
、
表
玄
関
ゟ
礼
ニ
御
出
可
被
成
候…

(

稿
者
注
声
阿)

先
々
願
相
済
候
迄
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者
是
迄
之
通
ニ
被
成
下
度
、…

                                                   (

『
大
願
成
就
記
』
七) 

天
保
十
三
年
の
正
月
か
ら
日
輪
寺
で
の
称
名
寺
の
扱
い
が
上
が
る
。
こ
れ
は
、
将
軍
に
よ
る
神
宝
の
上
覧
の
実
現
が
近
づ
き
、
宗
門
内
で
も
称
名
寺
の
御
由
緒
の
重
要

性
が
意
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
そ
う(

声
阿
は
願
い
が
か
な
え
ら
れ
る
ま
で
は
と
格
上
の
扱
い
を
固
辞
す
る)

。 

 

天
保
十
三
年
三
月
二
十
六
日
に
、
つ
い
に
将
軍
の
称
名
寺
宝
物
御
覧
が
あ
り
、
同
年
七
月
二
十
三
日
、
夜
に
寺
社
奉
行
所(

戸
田
日
向
守)

か
ら
七
十
石
の
寄
付
が
言

い
渡
さ
れ
た
。
声
阿
は
そ
の
ま
ま
司
直
宅
に
赴
き
「
互
ニ
顔
ヲ
見
合
唯
落
泪
い
た
し
」、
重
病
の
坂
昌
成
宅
17

に
も
行
き
喜
び
を
伝
え
た
。
日
輪
寺
の
方
丈
知
全
上
人
は
、

言
い
渡
し
た
戸
田
日
向
守
と
、
司
直
・
昌
成
に
お
礼
に
出
向
い
た
。
そ
れ
か
ら
の
声
阿
は
、
御
朱
印
地
所
が
水
損
干
損
の
な
い
場
所
に
な
る
よ
う
に
依
頼
し
た
り
、
日
々

忙
し
く
過
ご
し
、
地
所
受
け
取
り
の
た
め
天
保
十
四
年
二
月
十
七
日
江
戸
を
出
立
し
、
二
十
八
日
に
帰
郷
し
た
が
、
四
月
二
日
に
は
ま
た
江
戸
に
帰
府
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
、
柳
営
連
歌
と
の
関
係
を
見
る
と
、
天
保
十
一
年(

庚
子)

、
十
三
年(

壬
寅)

の
柳
営
連
歌
に
つ
い
て
は
、『
大
願
成
就
記
』
八
、
天
保
十
三
年
三
月
十
日
に
寺

社
奉
行
所
に
持
参
し
た
御
由
緒
書
に
は
、
天
保
十
年
正
月
十
一
日
の
御
連
歌
を
勤
め
た
記
述
の
後
に
、 

 
 

且
同
十
一
子
年
正
月
十
一
日
御
連
歌
出
勤
之
儀
も
願
之
通
被 

仰
付
、
当
寅
正
月
十
一
日
も
右
同
様
相
勤
申
候
。 

と
あ
り
、『
御
連
歌
出
席
登
城
之
事
』
に
、
両
年
の
柳
営
連
歌
参
加
に
関
す
る
一
連
の
行
事
の
記
録
と
連
歌
の
一
巡
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
大
願
成
就
記
』
七
、
十
三
年

正
月
の
「
一
、
十
一
日
御
連
歌
之
席
ニ

成
嶋
侯
御
出
」
か
ら
も
聲
阿
の
出
席
が
わ
か
り
、
天
保
十
三
年
二
月
五
日
に
声
阿
か
ら
司
直
、
新
見
伊
賀
守
に
出
し
た
内
願
書
に

も
「
天
保
十
年
正
月
始
而
御
連
歌
出
勤
之
儀…
引
き
続
き
子
寅
共
ニ

三
ケ
年
無
滞
相
勤
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
」
と
あ
り
、
天
保
十
、
十
一
、
十
三
年
の
出
席
と
な
る
。
天

保
十
二
年(

辛
丑)

の
柳
営
連
歌
に
つ
い
て
は
、
声
阿
は
出
席
し
て
い
な
い
の
だ
が
、『
大
願
成
就
記
』
七
に
、 

丑
正
月
当
正
月
御
連
歌
之
儀
、
筑
前
太
宰
府
一
代
一
辺
之
登
城
ニ
付
出
御
連
歌
出
席
有
之
候
間
、
野
院
見
合
也
、 

と
あ
り
、
そ
こ
か
ら
太
宰
府
天
満
宮
別
当
の
大
鳥
居
信
全
の
柳
営
連
歌
出
席
に
譲
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

そ
し
て
、
天
保
十
三
年
の
柳
営
連
歌
が
終
わ
り
、
第
二
節
③
の
連
歌
が
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
連
歌
も
、
連
衆
は
柳
営
連
歌
と
重
な
り
、
坂
昌
成
が
声
阿
を
引
き
立

て
て
い
る
。
昌
同
の
発
句
「
稀
に
見
る
花
や
ひ
ら
く
を
松
の
春
」、
声
阿
の
脇
「
長
閑
け
き
め
く
み
あ
ふ
く
言
の
葉
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
稀
に
み
る
」「
松(

待
つ)

」、「
め

く
み
」
に
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
た
が
、
加
増
の
許
可
が
幕
府
か
ら
鶴
の
一
声
で
お
り
る
や
も
し
れ
ぬ
と
い
う
期
待
を
含
ま
せ
て
い
る
。
そ
の
期
待
は
時
と
共
に
高
ま

っ
て
い
き
、
同
年
二
月
に
将
軍
の
宝
物
御
覧
が
実
現
し
た
後
の
五
月
廿
五
日
の
声
阿
の
内
願
書
は
、
広
忠
の
夢
想
連
歌
の
御
由
緒
か
ら
、 

天
満
宮
御
社
之
儀
も
御
造
営
之
上 

御
供
養
料
御
寄
附
被
成
下
、
御
連
歌
御
同
様
年
々
正
月
御
城
御
連
歌
江
出
勤
仕
候
様
被
成
下
候
ハ
ゝ
、
御
由
緒
之
訳
柄
相
立
難

有
仕
合
ニ

奉
存
候
、 

と
、「
前
件
ヶ
條
之
趣
容
易
不
相
成
願
ニ

御
座
候
得
共
」
と
断
り
な
が
ら
も
、
今
後
も
江
戸
城
の
連
歌
に
毎
年
出
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
大
き
な
望

み
を
述
べ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。 

 

六 

加
増
決
定
後 
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加
増
が
決
定
し
、
嘆
願
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
天
保
十
三
年
末
に
は
、
余
裕
が
出
た
の
で
あ
ろ
う
、
天
保
十
四
年(

癸
卯)

の
柳
営
連
歌
に
つ
い
て
、『
大
願
成
就
記
』

九
に
も
や
や
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
天
保
十
三
年
十
二
月
十
七
日
条
に
は
、
司
直
に
「
卯
正
月
十
一
日
御
連
歌
御
会
に
出
勤
仕
度
奉
存
候
」
と
予
定
を
伝
え
る
様
が
見

え
、
十
八
日
に
は
、
里
村
昌
同
に
「
明
年
御
連
歌
出
勤
之
儀
、
願
込
置
候
」、
二
十
三
日
に
「
御
連
歌
出
席
願
書
、
寺
社
御
奉
行
所
阿
部
伊
勢
守
殿
江

差
出
ス
」、
天
保
十

四
年
一
月
二
日
に
「
二
日
、
里
村
昌
同
老
道
同
ニ
而
、

阿
部
伊
勢
守
殿
ニ
て
、
御
連
歌
被 

仰
付
」
と
、『
御
連
歌
出
席
登
城
之
事
』
と
同
趣
旨
の
記
述
が
見
え
て
い
る
。

合
わ
せ
て
『
御
連
歌
出
席
登
城
之
事
』
の
方
に
は
、
天
保
十
四
年
正
月
十
一
日
の
柳
営
連
歌
の
一
巡
も
記
さ
れ
て
い
る
。
二
月
十
六
日
に
は
柳
営
連
歌
出
席
の
銀
子
を

拝
領
し
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
後
の
柳
営
連
歌
に
は
称
名
寺
声
阿
の
参
加
は
な
い
。『
大
願
成
就
記
』
九
を
見
る
と
、
声
阿
は
、
天
保
十
四
年
七
月
四
日
に
宝
物
を
持
ち
江
戸
を
出

立
、
七
月
十
六
日
に
帰
村
し
、
借
財
の
整
理
な
ど
を
な
し
て
、
翌
弘
化
元
年(

甲
辰
、
一
八
四
四)

に
は
、
大
浜
に
居
た
。 

 
 

一
、
弘
化
元
辰
年
元
日
二
日
、
初
年
故
御
分
郷
役
人
等
に
ぎ
〳
〵
敷
礼
ニ

出
ル

、
二
日
八
ツ

時
過
中
風
差
起
半
身
不
叶
大
心
配
色
々
薬
用
相
加
江

、
乍
併
寿
命
有
之
哉
、

佛
神
之
護
念
故
山
内
丈
自
由
い
た
し
、
申
之
年
迄
四
年
之
間
命
延
申
候 

正
月
か
ら
分
郷
の
役
人
た
ち
に
会
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
日
に
中
風
を
お
こ
し
て
当
初
半
身
不
随
に
な
っ
て
し
ま
い
、
大
変
に
心
配
し
治
療
し
た
が
、
寿
命
が
あ
り
、

な
ん
と
か
命
に
は
別
状
な
か
っ
た
と
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
彼
は
、
弘
化
元
年
か
ら
嘉
永
元
年
ま
で
寺
か
ら
動
か
ず
療
養
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た 

 
 

辰
年
ゟ
病
気
ニ
付
認
兼
候
処
、
明
申
年
有
親
公
御
法
事
ニ
付
、
琢
全
代
僧
、
公
辺
出
願
出
府
ニ
付
無
據
、
乍
病
中
不
足
之
処
認
置
也
。 

と
、
嘉
永
元
年(

戊
申
、
一
八
四
八)

を
翌
年
に
控
え
、
こ
れ
ま
で
病
気
で
こ
の
『
大
願
成
就
記
』
も
書
き
綴
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
で
も
、
有
親
公
の
法
事
に
は
琢

全
を
行
か
せ
、
必
要
な
記
録
を
後
代
の
住
職
た
ち
の
た
め
に
書
き
つ
け
る
、
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
声
阿
は
江
戸
に
行
け
ず
、
継
続
的
な
柳
営

連
歌
へ
の
参
加
は
か
な
わ
ず
、
彼
以
後
の
称
名
寺
住
持
も
、
柳
営
連
歌
に
加
わ
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。 

 

七 

終
わ
り
に 

  

称
名
寺
に
残
さ
れ
た
天
保
年
間
の
連
歌
は
、
寺
の
財
政
を
救
う
た
め
、
加
増
の
実
現
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
声
阿
が
、
ほ
ぼ
十
年
江
戸
に
い
る
間
に
、
江
戸
の
連
歌

師
と
交
流
し
、
柳
営
連
歌
の
文
化
圏
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
、
そ
の
行
動
の
一
端
を
示
す
記
録
で
も
あ
る
。
幕
府
に
称
名
寺
へ
の
加
増
を
求
め
る
た
め
、
声
阿
は
、
広
忠

の
夢
想
連
歌
に
深
く
関
係
す
る
称
名
寺
は
柳
営
連
歌
の
「
根
元
之
御
由
緒
」(

『
大
願
成
就
記
』
七
内
願
書)

で
あ
る
と
主
張
し
続
け
、
広
忠
の
連
歌
切
を
契
機
に
、
称

名
寺
の
由
緒
や
天
満
宮
縁
起
に
関
心
を
持
つ
坂
昌
成
と
深
く
関
わ
り
、
柳
営
連
歌
に
足
掛
か
り
を
得
て
い
っ
た
。
声
阿
は
柳
営
連
歌
出
席
の
記
録
『
御
連
歌
出
席
登
城

之
事
』
を
残
し
て
、
詳
し
く
参
加
の
様
子
を
記
し
、
ま
た
江
戸
で
張
行
し
た
連
歌
懐
紙
類
も
持
ち
帰
っ
て
い
る
。 

 

昌
成
は
、
連
歌
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
例
え
ば
、
声
阿
に
飛
鳥
井
雅
康
の
『
富
士
歴
覧
記
』(

『
大
願
成
就
記
』
で
は
、『
関
東
海
道
記
』)

明
応
八
年
五
月
三
日
条
に
、
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中
世
の
称
名
寺
の
姿(

大
浜
道
場)

が
見
え
る
こ
と
を
示
し
18

、
昌
成
亡
き
後
、
子
の
昌
功
は
司
直
の
勧
め
に
応
じ
て
、「
御
連
歌
御
本
書
切
」
の
横
掛
物
へ
の
装
丁
や
そ

の
箱
に
際
し
、
江
戸
連
歌
師
一
同
の
寄
付
を
連
歌
師
仲
間
に
語
ら
い
、
浅
草
鳥
越
明
神
社
司
鏑
木
豊
貞
も
賛
同
し
た(

『
大
願
成
就
記
』
天
保
十
三
年
十
二
月
二
十
日

条)
。
こ
の
よ
う
な
文
学
か
ら
美
術
の
方
面
に
も
及
ぶ
、
声
阿
の
江
戸
の
連
歌
師
と
の
関
わ
り
は
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。 

柳
営
連
歌
の
研
究
19

は
ま
だ
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
三
河
の
称
名
寺
か
ら
の
柳
営
連
歌
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
未
だ
論
が
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
は
、『
大
願
成
就
記
』
の
声
阿
の
足
取
り
を
追
う
に
と
ど
ま
り
、
称
名
寺
蔵
『
御
連
歌
出
席
登
城
之
事
』
や
、
ま
た
寺
格
を
示
す
『
独
御
礼
記
』
に
詳
し
く
及
ぶ
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
江
戸
後
期
の
柳
営
連
歌
の
具
体
相
を
よ
り
解
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
後
稿
を
期
し
た
い
。 

  

【
注
】 

本
論
で
の
引
用
に
あ
た
り
、
称
名
寺
蔵
『
大
願
成
就
記
』(

称
名
寺
歴
史
資
料
目
録
番
号
ホ
一
〜
一
〇)

は
、
東
照
山
称
名
寺
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
現
在
碧
南
市
市
史

資
料
調
査
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
写
真
版(

冊
子
Ｃ
1
〜
5)

を
利
用
し
た
。
引
用
に
際
し
て
御
由
緒
書
は
そ
の
ま
ま
の
翻
字
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
、
私
に
読
み

や
す
さ
を
考
え
改
行
し
翻
字
し
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
『
大
願
成
就
記
』
は
大
き
な
出
来
事
を
ほ
ぼ
時
系
列
に
書
き
連
ね
た
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
巻
五
、
六
の
年
代

が
前
後
し
て
い
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
は
完
全
に
日
次
の
体
裁
を
と
る
も
の
で
も
な
い
が
、
日
時
が
わ
か
る
も
の
は
掲
出
の
際
に
示
す
。 

 

１
、
拙
著
『
室
町
期
和
歌
連
歌
の
研
究
』(2023

・
新
典
社)
第
三
章
二
節
「『
老
葉
』
注
の
広
が
り
︱
東
照
山
称
名
寺
蔵
『
老
葉
抄
』
の
翻
刻
・
紹
介
を
か
ね
て
︱
」
に

お
い
て
論
じ
、
翻
刻
・
紹
介
を
な
し
た
。 

２
、
引
用
は
碧
南
市
市
史
資
料
室
蔵
紙
焼
き
写
真(

Ｄ-

38)

に
よ
る
。 

３
、「
寿
阿
」
に
あ
た
る
人
物
と
し
て
は
、『
柳
営
御
連
衆
次
第
』(

注
４
参
照)

の
「
御
執
筆
奉
仕
次
第
」
に
見
え
る
「
寿
阿
日
輪
寺
沙
弥 

自
文
政
八
弘
化
五
迄
勤
仕
歳
八
十
」

が
考
え
ら
れ
よ
う
。 

４
、
引
用
は
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
柳
営
御
連
衆
次
第
』(

523
函
5
架
22644)

に
よ
る
。
ま
た
、
鶴
崎
裕
雄
「
柳
営
連
歌 

発
句
・
連
衆
一
覧
」

(

『
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
研
究
年
報
』
第
四
二
号
・1994)

が
あ
る
。 

５
、「
同
」
は
年
号
が
天
保
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。 

６
、
引
用
は
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
松
廼
春
』(

523
函
17
架
22715)
に
よ
る
。 

７
、『
大
願
成
就
記
』
九
、
天
保
十
三
年
八
月
三
日
付
書
状(

藤
沢
の
本
山
宛)

で
は
、「
称
名
寺
／
愍
冏
」
と
署
名
し
て
い
る
が
、
天
保
十
三
年
九
月
七
日
条
に
見
ら
れ

る
、
成
島
司
直
か
ら
の
書
状
の
宛
名
は
、「
聲
阿
上
人
／
猊
座
下
」
で
あ
る
。『
大
願
成
就
記
』
の
書
状
は
、
司
直
に
そ
ば
と
そ
の
他
品
物
二
種
を
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
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丁
寧
な
返
信
を
も
ら
っ
た
の
で
「
御
入
念
之
書
状
尤
御
直
筆
也
、
印
置
也
」
と
し
て
、「
重
陽
前
一
日
」
の
日
付
の
書
状
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
其
阿
愍

冏
が
江
戸
で
の
交
流
に
は
声
阿
と
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
書
状
は
、
司
直
書
状
と
し
て
も
称
名
寺
に
存
す
る(

称
名
寺
歴
史
資
料
目
録
番
号
ム—

二)
。
称
名
寺
に
多
く
残
さ
れ
た
成
島
司
直
の
書
状
の
中
に
は
「
聲
阿
尊
師
」
宛
の
書
状
も
あ
る
。 

８
、
第
三
節
で
引
用
す
る
称
名
寺
蔵
『
大
願
成
就
記
』
一(

天
保
六
年
の
条)

に
は
、
日
輪
寺
の
言
と
し
て
「
右
寺(

稿
者
注
、
称
名
寺
の
こ
と)

拙
寺
配
下
ニ
御
座
候
」

と
寺
社
奉
行
所
に
奉
る
書
付
に
あ
る
。
こ
れ
は
既
に
寛
政
十
二
年(

一
八
〇
〇)

に
日
輪
寺
か
ら
幕
府
に
提
出
し
た
書
に
も
「
称
名
寺
は
則
日
輪
寺
配
下
に
て
」
と
見
え

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
時
に
日
輪
寺
は
「
時
宗
一
派
之
惣
録
寺
」
と
自
寺
を
意
識
し
て
い
る(

『
御
府
内
備
考
続
編
』
巻
之
百
十
四)

。 

９
、
柳
営
連
歌
に
つ
い
て
は
、
早
く
福
井
久
蔵
『
連
歌
の
史
的
研
究
』(

昭
和
五
・
成
美
堂
書
店)

に
言
及
さ
れ
、
福
井
毅
氏
が
「
近
世
連
歌
旧
事
考
︱
丙
寅
連
歌
記
︱
」

(

『
皇
学
館
大
学
紀
要
』
第
八
輯(

昭
和
四
十
五
・
三))

な
ど
で
柳
営
連
歌
に
関
し
考
究
し
て
い
る
。
連
衆
に
関
し
て
は
、
福
井
毅
氏
「
御
城
連
歌
連
衆
勤
仕
稿
」(

『
皇

学
館
大
学
紀
要
』
第
十
三
輯(
昭
和
五
十
・
一))

の
論
が
家
系
関
係
を
論
じ
て
お
り
、
世
襲
に
準
ず
る
形
で
勤
仕
し
た
様
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
寺
社
が
い
か

な
る
理
由
で
参
入
し
え
た
か
を
考
察
せ
ん
と
し
た
論
に
入
口
敦
志
「
連
歌
御
由
緒
考
︱
山
田
通
孝
に
至
る
ま
で
︱
」(

『
社
家
文
事
の
地
域
史
』(2005

・
思
文
閣
出
版)

、

後
に
入
口
『
武
家
権
力
と
文
学
』(2013
・
ぺ
り
か
ん
社)

に
入
る)

が
あ
り
、
烏
森
稲
荷
社
、
鶴
岡
八
幡
宮
、
芝
神
明
宮
の
場
合
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。 

10
、『
大
願
成
就
記
』
に
「
宿
坊
香
林
院
」(
『
大
願
成
就
記
』
九
、
天
保
十
三
年
七
月
二
十
三
日
条)

と
あ
る
。
白
金
松
秀
院
に
一
時
滞
在(

『
大
願
成
就
記
』
六
、
天

保
九
年
五
月
一
日
条)

し
て
い
た
以
外
は
、
日
輪
寺
塔
頭
林
香
院
に
長
期
に
わ
た
り
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

11
、
家
康
の
誕
生
日
時
と
連
歌
会
の
日
時
に
は
複
数
の
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。 

12
、
引
用
は
東
京
都
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
江
戸
明
治
期
史
料
『
御
府
内
備
考
続
編
百
十
四
』(DG-388)

に
よ
る
。 

13
、『
御
府
内
備
考
続
編
』
日
輪
寺
の
項
に
は
、「
御
連
歌
御
由
緒
之
義
共
」
と
は
別
に
、
寛
政
十
二
年
十
二
月
に
日
輪
寺
が
提
出
し
た
御
由
緒
書
が
入
る
。
そ
の
中
で
、

寛
永
十
五
年
柳
営
連
歌
会
に
日
輪
寺
が
出
詠
を
申
し
付
け
ら
れ
た
と
、
日
輪
寺
の
立
場
で
説
明
す
る
。
さ
ら
に
配
下
で
あ
る
称
名
寺
・
遠
州
教
興
寺
は
連
歌
の
御
由
緒

に
よ
り
御
朱
印
、
時
服
等
を
も
ら
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
寺
を
支
配
す
る
日
輪
寺
は
無
禄
で
あ
り
、
手
当
て
を
願
っ
て
い
る
と
も
あ
り
、
柳
営
連
歌
出
詠
が
、

出
詠
そ
の
も
の
へ
の
褒
賞
は
あ
っ
て
も
幕
府
か
ら
の
永
続
的
な
見
返
り
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
入
口
氏
注
9
書
で
言
及
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
称
名
寺
が

柳
営
連
歌
に
出
詠
す
る
権
利
を
手
当
て
の
た
め
に
日
輪
寺
と
争
う
利
益
は
な
い
。 

14
、
引
用
は
東
洋
文
庫
『
甲
子
夜
話
三
』(1977

・
平
凡
社)

に
よ
る
。 

15
、
碧
南
市
民
図
書
館
中
部
分
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
写
真
版(

冊
子
C—

10)
参
照
。
声
阿
は
、
広
忠
公
以
来
の
御
由
緒
が
あ
り
、
里
村
昌
同
の
門
人
で
も
あ
る
と

し
て
、
三
河
大
浜
村
称
名
寺
声
阿
・
里
村
昌
同
・
日
輪
寺
か
ら
寺
社
奉
行
所
へ
、
声
阿
の
柳
営
連
歌
参
加
の
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

16
、
第
四
節
内
で
引
用
し
た
『
大
願
成
就
記
』
天
保
七
年
九
月
二
十
九
日
条
。
ま
た
、
称
名
寺
に
は
、
天
保
十
一
年
二
月
廿
五
日
の
日
付
で
声
阿
の
名
と
花
押
の
後
に

「
校
正 

坂
昌
成 

花
押
」「
執
筆 

関
根
江
山 

花
押
」
と
あ
る
『
渡
宋
天
満
大
自
在
天
神
尊
影
由
来
記
』
が
残
る
。
こ
の
由
来
記
に
関
し
て
は
、『
大
願
成
就
記
』

天
保
十
一
年
二
月
二
十
六
日
条
に
「
一
廿
六
日
坂
氏
江
天
満
宮
縁
起
持
参
候
処
、
江
山
へ
頼
方
可
然
旨
被
申
候
ニ
付
頼
置
也
」
と
あ
る
。 
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17
、『
大
願
成
就
記
』
九
、
天
保
十
三
年
七
月
二
十
三
日
条
で
は
「
坂
昌
成
老
人
大
病
之
事
」
と
あ
り
、
八
月
十
一
日
昌
成
の
死
去(

当
年
六
十
五
歳)

、
八
月
十
四
日

葬
送(

深
川
東 マ

マ

誓
寺
、
戒
名
は
「
篁
隣
院
言
阿
昌
成
居
士
」)

と
記
述
さ
れ
る
。 

18
、「
大
浜
と
い
ふ
所
へ
舟
よ
せ
て
道
場
に
し
は
ら
く
休
て
、
本
尊
の
御
前
に
て 

大
は
ま
の
波
路
分
ぬ
と
思
ひ
し
に
は
や
か
の
岸
に
舟
よ
せ
て
け
り
」 

(

『
大
願
成

就
記
』
天
保
十
一
年
二
月
一
日
条) 

19
、
注
9
の
諸
論
の
他
に
、
綿
抜
豊
昭
『
近
世
武
家
社
会
と
連
歌
』(2019

・
勉
誠
出
版)

に
、
柳
営
連
歌
の
論
が
存
す
る
。 

                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
い
と
う 

の
ぶ
え
／
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
教
授
） 

 

貴
重
な
資
料
の
使
用
を
許
可
さ
れ
た
東
照
山
称
名
寺
住
職
祢
冝
田
成
然
様
、
写
真
資
料
の
閲
覧
な
ど
に
際
し
て
種
々
の
便
宜
を
図
っ
て
く
だ
さ
っ
た
碧
南
市
教
育
委
員

会
文
化
財
課
豆
田
誠
路
係
長
と
、
碧
南
市
市
史
資
料
調
査
室
の
北
村
恒
調
査
員
、
伊
豫
田
祥
子
調
査
員
、
築
山
拓
磨
学
芸
員
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。 

こ
の
論
文
は
、JSPS

科
研
費23H00609
の
研
究
成
果
で
あ
り
、
ま
た
人
間
の
尊
厳
と
平
和
の
た
め
の
人
文
社
会
研
究
所
に
お
け
る
三
河
・
遠
江
の
地
域
研
究
に
関
す

る
研
究
成
果
で
あ
る
。 


